
何ができる！テクノロジー
～共生社会の中で豊かに生きる～ 

和歌山県障害児教育振興会

NPO法人 支援機器普及促進協会
理事長　　高松　崇



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある障害です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Chapter 1
共生社会



「共生社会」とは、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境に
なかった障害者等が、積極的に参加・貢献していくことができる社会であ
る。それは、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在
り方を相互に認め合える全員参加型の社会である。このような社会を目指
すことは、我が国において最も積極的に取り組むべき重要な課題である。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1325884.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1325884.htm


障害者の権利に関する条約第24条によれば、「インクルーシブ教育システ
ム」（inclusive education system、署名時仮訳：包容する教育制度）と
は、人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を
可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能
とするとの目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組みであ
り、障害のある者が「general education system」（署名時仮訳：教育
制度一般）から排除されないこと、自己の生活する地域において初等中等
教育の機会が与えられること、個人に必要な「合理的配慮」が提供される
等が必要とされている。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1325884.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1325884.htm


https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ

https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ


Google翻訳でも分かればOK!

矯正視力でも見えればOK!



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人たち」のこと。
健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者はいろいろなものに頼ら
ないと生きていけない人だと勘違いされている。けれども真実は逆で、
健常者はさまざまなものに依存できていて、障害者は限られたものにし
か依存できていない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅く
すると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者である”
というのはまさにそういうことなのです。世の中のほとんどのものが健
常者向けにデザインされていて、その便利さに依存していることを忘れ
ているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


Hi

音声ガイダンス

GoogleMap ライブビュー



｢この子らを世の光に｣

「この子らはどんな重い障害をもっていても、だれと取り替えることもで
きない個性的な自己実現をしているものである。人間と生まれて、その人
なりに人間となっていくのである。その自己実現こそが創造であり生産で
ある。私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも立派な生産者で
あるということを、認め合える社会をつくろうということである。『この
子らに世の光を』あててやろうという哀れみの政策を求めているのではな
く、この子らが自ら輝く素材そのものであるから、いよいよ磨きをかけて
輝かそうというのである。『この子らを世の光に』である。（「糸賀一雄
著作集３」より引用）



読み書きのできないダウン症の女性。ハンデを武器に「天職」で大活躍
ダウン症などの障がいを患って生まれた21歳の女性、エマ・ライナムさん。そんな彼女は自身のハンディキャップを活かし、素晴ら
しい「天職」を手に入れたのでした。 
オーストラリアのクイーンズランド州に住むエマ・ライナムさん。彼女はダウン症と軽度の自閉症・難聴などを患って生まれました。 
そのため現在でも彼女は読み書きができず、通常の職に就くことは難しいと考えられていたのです。 
しかし転機が訪れました。オフィス業務を体験するという学校のプログラム。そこで彼女は他の業務に興味を示さないものの、シュ
レッダーだけには夢中になったのです。 
読み書きの出来ないエマさんは、どんなに機密の文書を見せても心配がありません。彼女はまさにシュレッダーが「天職」だったの
です。





https://nazology.net/archives/47433

https://nazology.net/archives/47433


ダウン症の4歳少女、人気おもちゃカタログ雑誌のモデルに起用され一
躍スターに！多様性への取り組みに注目
クリスティンさんの言うように、ダウン症の子がモデルになるケースはほとんどない。その意味で「アメリカ
ン・ガール」の事例は、先進的な価値観に基づいていると言えるだろう。
さらに、クリスティンさんは「これからはダウン症である、ないに関わらず、あらゆる能力を持つ子どもたちが
メディアに登場するのがあたりまえになっていってほしい」と今後のあるべき社会の姿を述べた。
ハンディキャップを背負っていても活躍の場が平等に与えられる社会を実現するため、「アメリカン・ガール」
のような思想の企業、組織が増えていくことが望まれる。



https://news.yahoo.co.jp/articles/6082601470fbb1f106a044909c4d894b6a896a77

https://news.yahoo.co.jp/articles/6082601470fbb1f106a044909c4d894b6a896a77


マルチプル・インテリジェンス
子育てや教育現場でも有効 「個性」
に適した学習アプローチ 
ハーバード大学教育学大学院教授で、
心理学の世界的権威であるハワー
ド・ガードナー教授が、授業や研修
での座学といった一般的なものにと
らわれない、学習法を提唱していま
す。これが「個性」に適した学習アプ
ローチです。 
ハワード教授は、従来のIQテストに
異議を唱え、人にはいくつもの多重
な「知能MI（マルチプル・インテリ
ジェンス）」があると主張しました。
MI理論によると、人間は普段「8つの
能力」を働かせて生活しているとい
います。これらの中でも特に秀でてい
る部分や得意分野があり、8つの能力
を見極め、個性に適したアプローチ
で学習をすると、人は才能を大幅に
伸ばすことができるといいます。



事例をご紹介 

悪い所はすぐ目につく 
良い所は意識しないと気づかない 

悪い所って本当？？？ 
（世間の常識で測っているだけでは？） 

リフレーミングは重要！！



国際障害分類初版（ICIDH）から,国際生活機能分類（ICF）へ

�ICIDH：WHO国際障害分類（1980）の障害構造モデル

�ICF：国際生活機能分類（2001）の生活機能構造モデル



養護から、特別支援へ 
ADL（日常生活動作)から、QOL（生活の質）へ

下から支える（支援） QOL

上から守る（養護）�ADL

出来ないことを 
手伝う

出来るように 
支援する



Chapter 2
Society5.0 

GIGAスクール



Society5.0（ソサエティ5.0）未来の日本の姿

https://www.youtube.com/watch?v=gevZ2RLW5Yk

https://www.youtube.com/watch?v=gevZ2RLW5Yk


狩猟社会（Society 1.0） 
農耕社会（Society 2.0） 
工業社会（Society 3.0） 
情報社会（Society 4.0）

Society 5.0って？！

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html


「学校における１人１台端末環境」公式プロモーション動画



https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/12/1407728_001_1.pdf

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/12/1407728_001_1.pdf






Chapter 3
学習に立ちはだかる壁
当事者と支援者の努力は相反する関係？！ 

ICFの観点からも環境の変更が最優先



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

壁（困り）の超え方



よじ登る（訓練する）
とにかく自力で目の前の壁を超える



持ち上げてもらう（力を借りる）
壁を低くして自力で超えやすくする



回避する（代替手段）
壁を迂回して自力で壁の向こうへ



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない



Chapter 4
ICT Topics



重度障害者がロボットで接客する実験カフェ分身 
「ロボットカフェ DAWN ver.β」11月にＯＰＥＮ！



201111小2年-FlexControllerとTobiiEyeTracker 4Cによる視線入力で
NintendoSwitch【マリオカート8デラックス】を操作する



Apple Watch — All-New Watch Faces



スマート家電コントローラ RS-WFIREX3（新UI ver)



前川 裕美さん 「OrCamで人生がかわりました。」



Ontennaのこれから - 富士通



THE DOODLE ZOO - らくがき動物園



Chapter 5
iPad



Apple アクセシビリティ



























まとめ



支援者の引き出しが 
増えないと 

⇓ 
子どもたちの 

選択肢（依存先）は増えない



ICT機器に 

当事者をあわせる 

⇓ 

当事者に 

ICT機器をあわせる



支援者の負荷が 
増えると（頑張れば） 

⇓ 
子どもたちの負荷は 
減る（楽になる）



支援者のさせたいことではなく 

⇓ 

当事者のしたいこと



参考図書

















「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



h"p://npo-atds.org	

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

